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本
会
議
委
員
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を

ま
す
。

本
会
議・委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）
　

　
問
→
夏
季
の
体
育
着
登
校
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
日
傘
、
凍
ら

せ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
利
用
な
ど

全
校
統
一
し
て
許
可
を
。

　
指
導
室
長
　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
は
検
討
会
等
を
開
き
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
体

育
着
登
校
は
通
気
性
の
よ
い
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
の
着
用
も
柔
軟
に
選
択
で

き
る
た
め
、
統
一
し
た
指
針
を
示

す
こ
と
は
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
。

　
問
→
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー

新
設
さ
れ
た
成
瀬 

小
学
校
に
つ
い
て

フ
ル
イ
ン
ク
ル
ー 

シ
ブ
社
会
の
実
現

「
す
る
」
ス
ポ
ー 

ツ
環
境
整
備
を
！

障
が
い
者
移
動
／ 

小
山
田
／
相
原
駅

学
校
の
熱
中
症
対 

策
／
教
材
備
品
化

障
が
い
者
条
例
／ 

鶴
川
地
区
の
渋
滞

忠
生
33
号
線
の
安 

全
対
策
を
求
め
る

金
利
上
昇
に
よ
る 

影
響
に
つ
い
て

谷
戸
の
原
風
景
を 

壊
す
計
画
撤
回
を

「
体
験
格
差
」
解 

消
／
学
童
の
統
合

　

佐
藤
和
彦（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
開
校
し
て
約
２
ヶ
月
が
経

過
し
、
児
童
の
状
況
を
含
め
て
学

校
運
営
全
般
に
つ
い
て
の
所
感
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
教
員
が
増
え

た
こ
と
で
、
教
員
間
で
協
力
、
工

夫
し
な
が
ら
児
童
と
接
し
て
い
る

こ
と
を
学
校
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

　
問
→
成
瀬
小
学
校
の
今
後
に
つ

い
て
の
取
組
は
。

　
教
育
長
　
２８
年
４
月
の
使
用
開

始
に
向
け
充
実
し
た
教
育
の
推
進
、

新
校
舎
に
通
学
す
る
際
の
安
全
対

　

今
村
る
か（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
米
国
は
Ｄ
Ｅ
Ｉ
を
大
統
領

が
否
定
し
た
が
、
私
は
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
の
前
に
「
フ
ル
」
を
加
え
、

一
層
推
進
す
べ
き
と
考
え
、
市
の

取
組
状
況
を
伺
う
。

　
政
策
経
営
部
長
　
町
田
市
子
ど

も
に
や
さ
し
い
ま
ち
条
例
、
町
田

市
性
の
多
様
性
の
尊
重
に
関
す
る

条
例
、
町
田
市
障
が
い
者
差
別
を

な
く
し
誰
も
が
と
も
に
生
き
る
社

会
づ
く
り
条
例
を
施
行
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
条
例
に
基
づ
く
施
策
を
推

　

小
野
り
ゅ
う
じ（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
急
な
通
院
の
た
め
の
タ
ク

シ
ー
券
支
給
を
含
め
、
通
院
交
通

費
助
成
制
度
等
の
個
々
の
制
度
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
補
完
可
能
な
、
総

合
的
な
検
討
を
始
め
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
障
が
い
の
あ

る
方
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
環
境
の
変

化
を
適
切
に
捉
え
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
し
っ
か
り
と
研
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
防
犯
カ
メ
ラ
管
理
責
任
者

の
判
断
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像

　

森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
障
が
い
者
差
別
を
な
く
し

誰
も
が
と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く

り
条
例
を
い
か
に
職
員
が
理
解
し
、

各
種
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
か
。

　
榎
本
副
市
長
　
今
後
も
研
修
を

行
う
こ
と
で
、
全
て
の
職
員
が
障

が
い
へ
の
理
解
を
深
め
、
市
民
の

皆
様
に
寄
り
添
っ
た
考
え
方
が
で

き
る
、
行
動
が
で
き
る
職
員
と
な

れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
行
政
に
と
っ
て
文
書
、
言

葉
は
重
要
だ
。
既
に
行
わ
れ
て
い

　

若
林
章
喜（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
芝
溝
街
道
か
ら
町
田
街
道

を
つ
な
ぐ
忠
生
３３
号
線
は
、
歩
道

が
狭
く
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多

く
危
険
な
道
路
で
あ
る
。
さ
ら
な

る
安
全
対
策
を
求
め
る
。

　
道
路
部
長
　
地
域
の
方
の
声
を

聞
き
、
警
察
と
連
携
、
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
不
登
校
対
応
巡
回
教
員
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
求
め
る
。

　

学
校
教
育
部
長　
今
後
も
引
き

　

白
川
哲
也（
選
ば
れ
る
町
田
を
つ
く
る
会
）

　
問
→
学
校
統
合
な
ど
建
設
事
業

に
お
い
て
市
債
発
行
額
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
金
利
上
昇
に
よ
り
公

債
費
負
担
が
増
大
す
る
中
、
ど
の

よ
う
な
方
針
で
市
債
発
行
を
進
め

負
担
増
を
抑
制
す
る
考
え
か
。

　
財
務
部
長
　
将
来
的
に
金
利
が

上
昇
し
た
場
合
で
も
起
債
の
発
行

に
よ
っ
て
事
業
費
の
財
源
を
賄
う

こ
と
を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
い

ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
や
年
度

末
残
高
な
ど
の
指
標
を
基
に
、
将

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
→
「
公
共
住
宅
」
の
供
給
な

ど
、
住
民
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
中
心
市
街
地
・
モ
ノ
レ
ー
ル
推

進
担
当
部
長
　
森
野
住
宅
居
住
者

へ
の
説
明
は
、
ま
ず
は
Ｊ
Ｋ
Ｋ
が

対
応
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
建

て
替
え
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
問
→
入
札
中
止
と
契
約
解
除
、

工
事
費
膨
張
、
谷
戸
の
自
然
と
原

風
景
壊
し
、
市
民
合
意
が
な
い
芹

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）
　

　
問
→
子
ど
も
の
「
体
験
格
差
」

解
消
の
た
め
、
東
京
都
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
多
様
な
体
験
機
会

を
保
障
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
都
が
、
全

て
の
家
庭
の
子
ど
も
や
保
護
者
が

一
緒
に
楽
し
め
る
よ
う
な
事
業
な

ど
を
企
画
、
実
施
す
る
場
合
に
補

助
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
町
田

市
は
冒
険
遊
び
場
な
ど
、
体
験
機

会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
補
助
対

象
と
な
る
場
合
は
活
用
予
定
で
す
。

策
や
新
校
舎
の
整
備
、
地
域
活
用

型
学
校
を
目
指
し
た
施
設
の
使
い

方
な
ど
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
成
瀬
小
学
校
が
開
校
し
た

こ
と
で
ど
の
よ
う
な
成
果
を
期
待

し
、
今
後
の
学
校
統
合
に
波
及
さ

せ
て
い
け
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
と
歴
史

を
つ
く
っ
て
い
く
高
い
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
教
育
内
容
や
授
業
に
反

映
さ
せ
、
そ
の
よ
さ
や
課
題
の
改

善
策
を
こ
れ
か
ら
続
く
学
校
に
伝

え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
進
め
る
こ
と
で
、
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
市
は
１８
年
以
降
、
法
が
定

め
た
障
が
い
者
雇
用
率
を
未
達
成

で
早
期
達
成
す
べ
き
。
改
め
て
市

の
決
意
と
市
内
社
会
福
祉
法
人
へ

の
支
援
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
総
務
部
長
　
市
役
所
全
体
で
連

携
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
支
援
機
関
連

絡
会
に
５
つ
の
団
体
に
参
加
を
い

た
だ
き
、
助
言
を
受
け
る
機
会
を

設
け
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

を
確
認
し
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
今
回
の

下
小
山
田
山
王
林
公
園
の
件
も
含

め
、
公
園
の
管
理
運
営
上
、
支
障

が
あ
る
場
合
は
映
像
デ
ー
タ
を
確

認
な
ど
、
警
察
と
も
相
談
し
な
が

ら
再
発
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
相
原
駅
の
昇
降
機
が
Ｆ
Ｍ

契
約
に
移
行
す
る
の
は
い
つ
か
。

　
道
路
部
長
　
２７
年
度
か
ら
３０
年

度
に
か
け
て
予
定
の
更
新
に
合
わ

せ
、
順
次
フ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
契

約
に
移
行
し
て
い
き
ま
す
。

ト
が
出
た
時
に
は
全
校
休
校
と
あ

ら
か
じ
め
取
決
め
を
。

　
指
導
室
長
　
都
立
学
校
で
は
、

原
則
、
校
内
外
で
の
教
育
活
動
に

つ
い
て
中
止
、
ま
た
は
延
期
す
る

と
し
て
い
ま
す
。
町
田
市
も
同
様

の
扱
い
と
す
る
予
定
で
す
。

　
問
→
個
人
購
入
の
教
材
（
彫
刻

刀
や
裁
縫
セ
ッ
ト
な
ど
）
は
備
品

化
で
き
る
物
が
な
い
か
議
論
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
教
材
費

に
関
す
る
検
討
委
員
会
で
意
見
を

聞
く
な
ど
予
定
し
て
い
ま
す
。

る
「
見
直
そ
う
！
〝
伝
わ
る
日
本

語
〟
推
進
運
動
」
の
再
構
築
を
。

　
市
長
　
こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の

形
で
、
言
葉
遣
い
に
つ
い
て
、
市

民
目
線
、
あ
る
い
は
デ
マ
ン
ド
サ

イ
ド
に
立
っ
た
改
革
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
→
駅
前
再
整
備
に
伴
う
鶴
川

駅
広
場
前
交
差
点
の
渋
滞
解
消
を
。

　
道
路
部
長
　
現
在
整
備
を
進
め

て
い
る
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
、
渋
滞

緩
和
に
向
け
一
日
も
早
く
仮
開
通

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

続
き
、
学
校
外
の
機
関
と
の
情
報

共
有
を
進
め
、
円
滑
に
職
務
を
実

施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通

し
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
に
、

小
中
連
携
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
義
務
教
育
学
校
は
連

携
が
図
り
や
す
い
環
境
に
あ
り
、

教
育
課
程
を
一
体
的
に
計
画
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
参
考
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
や
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
の
公
債
費
負
担
を
慎
重
に
考
慮

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
→
金
融
機
関
融
資
利
率
上
昇

に
伴
い
町
田
市
中
小
企
業
融
資
制

度
補
助
率
引
上
げ
や
事
業
者
へ
の

負
担
軽
減
策
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
経
済
観
光
部
長
　
最
新
の
長
期

プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
を
参
照
し
、
変

更
が
必
要
か
ど
う
か
、
現
在
、
検

討
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。

補
助
利
率
の
変
更
に
つ
き
ま
し
て

は
、
融
資
利
率
が
確
定
し
た
後
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ヶ
谷
公
園
パ
ー
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

計
画
は
撤
回
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
引

き
続
き
、
芹
ヶ
谷
公
園
近
隣
の
地

域
住
民
を
は
じ
め
、
市
民
の
方
々

に
も
丁
寧
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
、

事
業
の
ほ
う
は
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
安
全
と
景
観
に
配
慮
し
た

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
歩
道
を
。

　
道
路
部
長
　
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
路
線
は
安
全
性
を
優
先
し
て

進
め
、
大
規
模
整
備
は
ま
ち
づ
く

り
に
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
２６
年
度
の
鶴
川
第
３
小
・

鶴
川
第
４
小
の
統
廃
合
に
よ
る
学

童
ク
ラ
ブ
の
統
合
。
ト
イ
レ
の
数

や
、
指
導
員
の
事
務
室
な
ど
の
課

題
と
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
増
加
す
る

入
会
児
童
の
対
応
と
し
て
、
視
聴

覚
室
等
の
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
で
ス
ペ

ー
ス
を
拡
充
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
事
務
室
が
手
狭
で
、
ト
イ

レ
が
少
な
い
こ
と
は
承
知
し
て
お

り
、
適
切
な
配
置
が
で
き
る
よ
う
、

学
校
と
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

戸
塚
正
人（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
→
学
校
再
編
で
の
校
庭
や
体

育
館
利
用
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
ス

ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
内
容
に
変
更

が
生
じ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
案
内

や
近
隣
の
学
校
施
設
の
利
用
に
向

け
た
調
整
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
→
学
校
再
編
の
学
校
跡
地
に

「
す
る
」
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

を
す
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
引

き
続
き
学
校
予
定
地
等
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
を
進
め
る
こ

と
で
利
用
し
や
す
い
身
近
な
環
境

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
→
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
料

金
に
つ
い
て
青
少
年
育
成
や
健
康

寿
命
に
資
す
る
団
体
へ
の
減
免
規

定
を
設
定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　
財
務
部
長
　
所
管
部
署
が
基
本

方
針
に
の
っ
と
っ
て
算
定
し
て
そ

の
後
、
財
務
部
で
懇
談
会
等
を
開

き
、
ご
意
見
も
踏
ま
え
な
が
ら
決

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

水分補給をしている様子

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎ＣＦＣＩ� 【３面】
　Child Friendly Cities Initiative の略。CFCI（子
どもにやさしいまちづくり事業）は、「子どもの権
利条約」を自治体レベルで具体化するための、ユニ
セフが主唱する世界的な活動のこと。
◎ＤＥＩ� 【４面】
　Diversity・Equity・Inclusion の 略。 す べ て の
人に公正な機会を与えることで、人々が不当に偏っ
た状況におかれることなく多様な背景を受容できる
社会の実現を目指すこと。
◎熱中症特別警戒アラート� 【４面】
　「熱中症警戒アラート」に加え、より深刻な健康
被害に備えるため、新たに令和6年度から運用が開
始されたもの。全ての人が最大限の熱中症予防行動
を実践するとともに、共助や公助による予防行動の
支援を行うため創設された。
◎インターロッキング� 【４面】
　かみ合わせるという意味で、荷重が掛かったとき、
ブロック間の目地に充填した砂により荷重分散効果
が得られる舗装ブロックのこと。


